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資料‐1  調査団員・氏名 

 

１． 第一次Ｂ／Ｄ調査団 

氏 名 業 種 現 職 

大久保 久俊 団長 JICA無償資金協力部業務第一課課長代理 

松原 誠 技術参与 国土交通省土木研究所下水道部 

下水道研究室主任研究員 

広山 和臣 業務主任/下水道計画 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 

田岡 範久 下水道維持管理計画 同上 

高柳 建二 機材計画 同上 

田中 和夫 管路設計 同上 

山口 明 積算/調達計画 同上 

 

２． 第二次Ｂ／Ｄ調査団 

氏 名 業 種 現 職 

貝原 孝雄 総括 JICA無償資金協力部業務第一課長 

稲葉 誠 技術参与 外務省経済協力局無償援助審査業務室長 

三宅 繁輝 計画管理 JICA無償資金協力部業務第一課 

広山 和臣 業務主任/下水道計画 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 

高柳 建二 機材計画 同上 
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資料‐２ 調査行程 

 

１． 第一次Ｂ／Ｄ調査 

活 動 内 容 
日順 月 日 大久保／ 

松原 
田岡 広山／ 

高柳／田中 
山口 

1 Oct. 10 Tue. Departure from Tokyo 
2 11 Wed. Arrival in Dhaka, Courtesy Call to JICA Office 

3 12 Thu. Courtesy Call to EOJ, ERD, MLGRDC and  
Meeting with DWASA 

4 13 Fri. Internal Meeting 
5 14 Sat. Site Survey 
6 15 Sun. Site Survey 
7 16 Mon. Site Survey & Meeting with DWASA 
8 17 Tue. Discussion with DWASA on Minutes 
9 18 Wed. Discussion with DWASA on Minutes 

10 19 Thu. Signing on Minutes, Reporting to ERD, MLGRDC, 
EOJ and JICA Office 

11 20 Fri. Leave for TYO Internal Meeting 
12 21 Sat. Arrive in TYO Day Off 
13 22 Sun. Data Collection & Site Survey 
14 23 Mon. Data Collection & Site Survey 
15 24 Tue. Data Collection & Site Survey 
16 25 Wed. Data Collection & Site Survey 
17 26 Thu. Data Collection & Site Survey 
18 27 Fri. Internal Meeting 
19 28 Sat. Day Off 
20 29 Sun. Data Collection & Site Survey 

 

21 30 Mon. Data Collection & Site Survey Dep. from TYO 
22 31 Tue. Data Collection & Site Survey Arrive in DCA 
23 Nov. 1 Wed. Data Collection & Site Survey 
24 2 Thu. Data Collection & Site Survey 
25 3 Fri. Internal Meeting 
26 4 Sat. Day Off 
27 5 Sun. Data Collection & Site Survey 
28 6 Mon. Internal Meeting 
29 7 Tue. Leave for TYO Data Collection & Site Survey 
30 8 Wed. Arrive in TYO Data Collection & Site Survey 
31 9 Thu. Data Collection & Site Survey 
32 10 Fri. Internal Meeting 
33 11 Sat. Day Off 
34 12 Sun. Data Collection & Site Survey 
35 13 Mon. Data Collection & Site Survey 
36 14 Tue. Discussions with DWASA 
37 15 Wed. Discussions with DWASA 
38 16 Thu. Report to EOJ, JICA, MLGRDC 
39 17 Fri. Leave for TYO 
40 18 Sat. 

 

 

Arrive in TYO 
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２． 第二次Ｂ／Ｄ調査 

活 動 内 容 
日順 月日 

Kaibara/Miyake/Hiroyama/Takayanagi Inaba 

1 Jan. 28 Sun. Departure from Tokyo 

2 29 Mon. Arrival in Dhaka, Courtesy Call to JICA Office 

3 30 Tue. Discussion with ERD, Planning Com., MLGRDC, DWASA 

4 31 Wed. Discusion and signing on Minutes of Meeting, Site Survey 

5 1 Thu. Internal Meeting 

6 2 Fri. Leave Dhaka for Tokyo via Bangkok Data Collection 

7 3 Sat. Arrive in Tokyo Data Review 

8 4 Sun.  Site Survey 

9 5 Mon.  Reporting to EOJ, JICA 

10 6 Tue.  
Leave Dhaka for Tokyo via 

Bangkok 

11 7 Tue.  Arrive in Tokyo 
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資料‐３  関係者（面談者）リスト 

 

氏  名 役  職 備  考 

Mr. Lamrul Hasan Deputy Secretary ERD 
Mr. A.K.M. Nashirul Hug Deputy Secretary 〃 
Mr. MD. Emran Sr. Assistant Secretary 〃 
Mr. MD. Abdullah AL Masud 
Choudhung 

Sr. Assistant Chieft 計画省 

Mr. Mujibur Rahman Joint Chief 〃 
Mr.Abul Kalam Deputy Chief 〃 
Mr. Scrajul Islam Deputy Chief LGRDC 
Mr. Md. Abdullah Deputy Chief 〃 
Dr. K. Asharul Haq Managing Director DWASA 
Mr. Mohd. Delwar. Hossain Deputy Managing Director 〃 
Mr. Md. Farid Deputy Managing Director 〃 
Mr. Kazi Md. Sheesh Chief Engineer 〃 
Mr. Q. G. Mowla Superintending Engineer 〃 
Mr. Shamsul Alam Superintending Engineer 〃 
Mr. MD. Shahidur Rahman Prodhan Superintending Engineer 〃 
Mr. M. A. Jalil Deputy Chief (Planning) 〃 
Mr. Syed. Qumarul Ahsan Superintending Engineer 〃 
Mr. MD. Alkas Uddin Project Director 〃 
Mr. A.R.M. Nurul Islam Project Director 〃 
Mr. MD. Shahjahan Executive Engineer 〃 

Mr. MD. Delwar Hossain Executive Engineer 
DWASA Saidabad  
Water Treatment Plant 

Mr. M. H. Rahman Executive Engineer 
DWASA Pagla Sewage 
Treatment Plant 

Mr. MD. Saidul Islam Sub-Divisional Engineer DWASA 
石田 樹 氏 一等書記官 日本大使館 
染田 勝俊 氏 二等書記官 日本大使館 

岡崎 有二 氏 所長 
JICAﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ事務

所 
木邨 洗一 氏 次長 〃 
吉川 正宏 氏 所員 〃 
Mr. MD. Mokirul Islam プログラム・オフィサー 〃 
表 伸一郎 氏 JICA専門家 ERD 
佐藤 恵一 氏 JICA専門家 DCC 
Mr. Tanveer Ahsan Urban Specialist 世界銀行 
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資料－６ 事前評価表 
１．対象事業名 

バングラデシュ人民共和国 ダッカ市下水道施設改善計画基本設計調査 
２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
(1) バングラデシュ国の首都，ダッカ市の下水道施設は，遠く 1930 年代に施設整備が着手

され，現在の施設構成を有するに至り，大きく３系統に分かれた下水幹線が市内で排

出された下水をパグラ処理場に送って，最終処理を行っている。 
 
(2) 我が国は 1988~90 年，無償資金協力によって上記パグラ下水処理場及び市内の関連ポ

ンプ場のリハビリ･拡充への協力を進めた。この結果，パグラ下水処理場は 96,000m3/
日（晴天日平均）の処理能力を有する同国唯一の施設となった。一方，バングラデシュ

国の分担事業として整理された下水管網の修復事業は，遅々として進まず，パグラ処

理場の処理能力の半分程度しか下水が流入しない状況が 90 年代後半まで続いた。 
 
(3) バングラデシュ政府は，こうした状況下，ダッカ市における下水道を中心とした生活

環境の改善を目指し，ダッカ市北部に係る下水道整備計画策定を日本（JICA）に，南

部に係る計画策定を世銀に，それぞれ技術協力を要請し，97~98 年に各々の計画が取り

まとめられた。 
 
(4) JICA の技術協力の下で策定された「ダッカ市北部下水道整備計画」において提言され

た「緊急下水管網整備計画」が本計画の出発点となっており，更にバングラデシュ政

府は，「ダッカ市南部下水管渠清掃計画」も併せて我が国に対して無償資金協力の要請

を行った。この要請の背景には，上述した JICA・世銀による種々の提言に添った自助

努力による DWASA の組織･経営の改善，下水道施設の改善を進める中，98 年に発生し

た洪水による甚大な下水道施設への被害復旧が緊急の課題となったことが挙げられ

る。 
 
(5) 本計画の構成案件である「緊急下水管網整備計画」と「本清掃機材計画」とは密接な

関係を有しており，特に本機材計画に関与する問題としては，以下のようにとりまと

められる。 
・ 市内の下水管網は，ほとんど閉塞しており，下水道としての機能を果たしていな

い。 
・ 既存の下水管渠の清掃機材は，老朽化による故障等により，所定の能力を発揮で

きない状況にあり，機能不全に陥っている。 
・ 既存の下水管渠清掃機材は，効率的な作業を行なうための機能・能力がなく，管

渠の閉塞を解消する合理的な清掃作業が行なわれていない。 
 

(6) 当該国の社会・経済事情については，別紙資料参照 
３．事業の目的等 
本計画は，清掃用機材の調達・活用により，閉塞した下水管渠を清掃し，その機能を回

復させて，パグラ下水処理場への流下下水量を増加させ，ダッカ市内の衛生環境の改善を

実現させることを目的としている。 
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４．事業の内容 
(1) 対象地域 

ダッカ市内，北部グルシャン地区から南部パグラ処理場に至る幹線及び幹線に流入す

る準幹線 
 

(2) アウトプット 
① 下水幹線・準幹線での閉塞状況の解消 
② 下水幹線・準幹線の清掃作業の完了及び DWASAの清掃技術の向上 
③ ダッカ市内の衛生環境の改善 

 
(3) インプット 

① 下水管渠清掃機材の供与 
• 揚泥車，高圧洗浄車，給水車，汚泥運搬用ダンプトラック，深マンホール用清 

掃機材，スペアーパーツ等 
② 初期操作指導（清掃機材の運転・整備に関する技術支援） 
③ ソフト・コンポーネント 

• DWASAによる自立的下水管渠清掃作業技術確立への技術支援 
 

(4) 総事業費 
4.6 億円（日本側 4.6 億円，「バ」国側なし） 
 

(5) スケジュール 
実施期間（コンサルタント契約～機材引渡しまで，１２ヶ月を見込む） 

（同契約～ソフト・コンポーネントまで，１８ヶ月を見込む） 
 

(6) 実施体制 
責任機関：地方行政・農村開発共同組合省 (MLGRDC; Ministry of Local Government, 

Rural Development and Cooperatives) 
実施機関：ダッカ市上下水道公社（DWASA; Dhaka Water Supply and Sewerage Authority） 
 

５．成果の目標 
(1) パグラ下水処理場への下水流入量の改善。 

現在，本来の計画流入量の半分程度となっているが，管渠の清掃により，計画流入量

に改善させ，本来の処理能力まで回復させる。 
 

パグラ処理場への下水流入量 
成果の指標 

2000 年 事業実施２年後 
日平均下水流入量（m3/日） 
漏水率（％） 

48,000 
北部 95 
南部 31 

96,000 
北部 79 
南部 29 

 
(2) 機材引渡し後２年間の期間中に下水主幹線・準幹線の清掃計画の完了  

対象地域の人口：下水道普及地域人口，1,121,000 人* (1999 年) 
（*ダッカ市の人口×２１％） 
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６．外部要因リスク 
(1) 供与機材の保管管理の徹底（盗難防止）。 

深マンホール用機材やスペアーパーツ等の盗難防止のため，保管先に予定されている

DWASA Workshop での保管庫への立ち入り制限及び台帳整備等の徹底。 
 

(2) 洪水等の天災による供与機材の損傷 
洪水により，国土のほとんどが水に浸かる場合がある。水に浸かった場合は，機材の

保守点検を励行する。 
 

(3) 洪水等の天災やハルタル（地域的ゼネスト）による作業日数の減少等により，成果目

標の達成に影響する可能性がある。 
７．今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 

① パグラ下水処理場への流入水量（m3/日） 
② 湖沼・沼沢池等の公共水域への下水漏出量の減少（公共用水域の水質指標；BOD，

DO 等） 
(ただし，上記「流入下水量」と同様に，「ダッカ下水管網緊急整備計画」の実施による下

水幹線の破損個所の修復が必要条件) 
 

(4) 評価のタイミング 
① プロジェクト終了時 
② プロジェクト終了後逐次（「バ」国側が実施） 
③ プロジェクト終了後６年後 
（ただし，下水管網整備計画が清掃計画完了時点で終了していることが必要条件） 
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資料－7 参考資料/入手資料リスト 
 
調査名 バングラデシュ国ダッカ市下水道施設改善計画基本設計調査 
 

番号 名称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年 

１ Sewer Complaints (Overflow) MODS 
ZONE-5 Dhaka WASA 印刷物  DWASA,MODS,ZONE5  

２ MODS ZONE5,Organization Chart 印刷物  DWASA,MODS,ZONE5  

３ MODS ZONE1 IN DETAILS(SEWER) 印刷物  DWASA,MODS,ZONE1  

４ Work Schedule of Mass-cleaning of Sewer Line 印刷物  DWASA  

５ Staff Position of MODS ZONE3 Office 印刷物  DWASA,MODS,ZONE3  

６      

７      

８      

９      

１０      

１１      

１２      

１３      

１４      

１５      

１６      

１７      
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